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で標識したCPMNを経口または静脈内投与したときの吸収・分布・排池を検討した。 14C _ C PMN 
をラットに経口投与した場合，血中放射能濃度はわずか30分までに最高濃度を示し，また投与された放
射能の90%以上が 4 時間以内に尿中に排泊され， 48時間までの排湘率は95%以上であり，糞中排池はご
くわずかにすぎなかった (2 %)。これらのことより，経口投与された 14C-CPMNは消化管より速や
かにかつほぼ完全に吸収され，また速やかに排池されることが明らかとなった。放射能の胆汁中への排






ラット尿中代謝物についてその構造解析を行なったところ新規な 4 個の代謝物(グリシン抱合体: 47 






































6 -chloro-2 -pyridylmethyl nitrate (以下CPMNと省略)は抗狭心症作用を有し，耐性発現の
小さい亜硝酸化合物であるO 本論文では 14C-CPMNの体内動態をしらべ， ラットに経口投与した場
合，吸収は速やかにおこり投与した放射能は大部分が短時間のうちに尿中に排池された。尿中には数種
の新規代謝物が排池されるが， これらの単離，同定を行ない， CPMNの代謝経路を解明した。さらに
このラットでのCPMNの速やかな消失は肝初回通過効果を受けることによること，末梢動脈-静脈問
の CPMN濃度勾配が存在することを発見した。
ヒトに投与した際の動態については，個人の肝代謝機能の差によってデーターのばらつきが大きくみ
られること，またラットの場合と同様な濃度勾配が存在することを認め，採血部位決定の重要性と採血
部位記録の必要性が確認された。
以上の成果は薬学博士の学位授与に値するものと認めた。
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